
 

 

 

 

 

「目標は小刻みに」 

                                   秋馬 信之 

 9 月 15 日（月）、東京 2025 世界陸上競技選手権大会が開催されている国立競技場に行

ってきました。お目当ての選手は、高麗川中学校に勤務していた時の教え子で、パリ 2024

オリンピック、男子マラソン日本代表である小山直城選手です。 

 午前 7時 30分の号砲とともに選手は一斉に走り出しました。私は 

すぐさまスタンドから世界の精鋭が揃っている集団の中での小山選手 

を確認し、そこに向けてありったけの声を張り上げエールを送り、小 

山選手はそれに応えるように力強く競技場を走り去り、42.195キロの 

ロードに出ました。その後私は、小山選手の応援一行とともに地下鉄で移動して沿道に立

ち、小山選手へ声援を送りました。沿道から見る小山選手は一瞬に見えるほどの速さで通

り過ぎ、あらためて、その力強い走りや圧倒的な速さから、ここに至るまで長時間にわた

る厳しいトレーニングをコツコツと積んできたからこそ、今こうして走っているんだなと、

つくづく思いました。 

 そんな小山選手の走りを見て、ふと、中学生のときに何度もテレビで放映された、ある

ＣＭの一部分が頭をよぎりました。そのＣＭは、1968年メキシコオリンピックにおいて銀

メダルを獲得した君原健二さんが黙々と走っている画面越しの姿と、その画面の中に流れ

る君原さん自身が語った言葉の字幕です。私はそのＣＭの中で、君原さん自身が語った言

葉が心に強く残りました。その言葉は「私は苦しくなると、よくやめたくなるんです。そ

んな時、あの街角まで、あの電柱まで、あと１００メートルだけ走ろう、そう言い聞かせ

ながら走ります・・・・」。人生はマラソンによく例えられますが、当時、君原さんの言葉

から「人生は長いが、たとえ困難なことがあっても諦めることなくコツコツ努力し続ける

ことに価値がある」ということを学んだ記憶があります。 

 夢や大きな目標を達成するには、当たり前のことだが、「日々の小さな積み重ね、日々の

課題を一つ一つクリアしていくこと。」これは言うまでもありません。マラソンに限らず、

勉強も然りです。辛くても、途中で投げ出さないで、君原さんのように「あの電柱まで、

あと１００Ｍ・・・」と目標を小刻みに、一つ一つクリアしていけば、その先には必ずゴ

ールが待っています。 

 小山選手の大会成績はパリ 2024オリンピックと同じ 23位で、世界の強豪を相手に最後

まで粘り強い走りを見せつけてくれました。立派です！その後、国立競技場を後にし、一

緒に応援に行った高麗川中時代の同僚（当時の陸上部顧問と小山選手の学級担任）と小山選手の中学時代

の話に花を咲かせました。「誰よりも負けん気が強く粘り強かった」 

「自分の考えをしっかりもっていた」、そして「誰よりも真面目で 

目標をもってコツコツ努力した」・・・。やはり世界で活躍すべく 

マラソンランナーとしての素養を、その当時から持ち合わせていた 

のだと確認できました。 

今年度のキーワード「対話・創造・挑戦・交流・表現」 

学校教育目標 

○自立  かんがえる子・じょうぶな子 

○創造  かんどうする子 

○共生 なかよくする子 

だ い の 風  
日高市立武蔵台小中学校 
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第３回武蔵台小中学校大運動会 各団のリーダー紹介 

 
【赤組】 

団  長 9年 1組 瀧山 琉花さん 
副 団 長 9年 1組 小林 幸樹さん 
応援団長 9年 1組 箱崎 実柚さん 
応援団長 6年 1組 高橋 奏さん 
応援副団長 6年 1組 川田 歩和さん 

 

【青組】 
団  長 9年 1組 野口 櫂司さん 
副 団 長 9年 1組 八木 美月さん 
応援団長 9年 1組  大久保羽流さん 
応援団長 6年２組  半田晶汰朗さん 
応援副団長 6年２組 五十嵐紗富さん  

 

現在、子どもたちは

１０月４日（土）に開催

される「大運動会」に向

け練習に励んでいま

す。本校の特色を生か

した縦割り競技もあり

ます。是非、本校にお

越しください。 

<女子卓球部> ・団体戦 優勝 県大会出場 ・シングルス優勝 県大会出場 酒井 彩愛さん 

・ダブルス優勝 県大会出場 椿 紗英さん・小林 歩実さんペア  

・ダブルス準優勝 県大会出場 安藤 実優さん・和田 みすずさんペア 

 <男子ソフトテニス部>・団体戦 準優勝  

・個人戦  ３位 県大会出場 亀山智輝さん・久留結翔さんペア  

・個人戦  ４位 県大会出場 新井大輝さん・林琉心さんペア 

<女子ソフトテニス部>・団体戦１回戦惜敗 

<女子バスケットボール部> ・１回戦惜敗 

<サッカー部> 準優勝 地区大会出場  

9月17日（水）～19日（金）新人戦入間西部予選会の結果 

【科学展】〇金賞 ３年１組 藤村 夏帆さん〇金賞 ５年１組 吉田 晴彦さん〇銀賞 ２年１組 吉田 輝彦さん  〇銀賞 ３年１組 高橋 碧さん 

〇銅賞 ２年１組 大山 菜の花さん 〇銅賞 ３年１組 嶋田 恭太郎さん  〇銅賞 ４年１組 大山 玄さん    〇銅賞 ４年１組 土岐 瑠さん 

〇銅賞 ５年１組 岩倉 史佳さん   〇銅賞 ６年１組 今北 新大さん   〇銀賞 ７年１組 梶浦 なずなさん 〇銅賞 ７年１組 田中 咲朱さん 

〇銅賞 ７年１組 畑中 結衣さん   〇銅賞 ８年１組 安藤 実優さん     〇銅賞 6年２組 玉越 葵さん ７年１組 玉越 諒さん 

【読書感想文コンクール】 ※最優秀賞は県展に出展 

〇最優秀賞 ６年１組 高橋 奏さん   〇最優秀賞 １年１組 本山 穂七実さん 〇最優秀賞 1年１組 関口 愛梨さん 

〇優秀賞 ４年１組 本山 十希羽さん 〇優良賞 ３年１組 安藤 優花さん      〇優良賞 ６年１組 長島 芙美さん 

〇最優秀賞９年１組  井上 蒼陽さん 〇優秀賞 ７年１組 玉越 諒さん       〇優秀賞 ８年１組 河 杲恩さん     

【発明創意工夫展】  

〇地区優良賞 ３年１組 釣谷 千博さん   〇市内優良賞 ９年1組  笠原  悠揮さん 

 

市内科学展・読書感想文コンクール・発明創意工夫展 受賞した皆さん おめでとうございます 

 

 

吹奏楽部 日高市音楽の集いに参加 ♬ 🎵 

ａ 

 
９月６日（土）ひだかアリーナにおいて、第２２回「日高市音楽の集い」が開催さ

れました。演奏した曲目は「すずめの戸締り」「美女と野獣」「ビビデバ」「アラジン
メドレー」の４曲です。前期課程の児童１０名を含む１８名の吹奏楽部員は、箭内
先生の指揮をしっかり見て、軽やかにテンポよく、メロディーを奏でていました。 

 

 

 
第 77回飯能・日高英語弁論大会 

 

 

９月１０日（水）飯能市富士見行政センターにおいて第７７回飯能・日高英語弁論大会が
開催され、本校からは９年生の八木美月さんと庄野巧真さんが参加しました。二人は
堂々と流暢な英語で自分の想いや考えを表現し、日頃の英語学習の成果を遺憾なく発
揮しました。なお、八木さんは３位、庄野さんは５位に入賞しました。おめでとうございます。 

 

〇八木 美月さん Ｔｉｔlｅ 「Ｉｆ Otherｓ Ｃａｎ，Ｗｈｙ Can’t Ｙｏｕ？  
〇庄野  巧真さん Ｔｉｔlｅ 「Ｓｏｌｏ,but Not Alone」  

 

 

 


